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ス
プ
レ
ー
に
表
示
す
る
情
報

と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
理

工
学
部
機
械
工
学
科
の
高
橋

智
准
教
授
、
大
学
院
理
工
学

研
究
科
１
年
次
の
木
村
光
平

さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
工
業

高
）
、
桜
坂
高
校
の
２
年
生

５
人
が
連
携
し
て
制
作
し

た
。

　
パ
ネ
ル
展
に
先
立
ち
、
２

度
の
会
合
を
設
け
て
準
備
を

進
め
た
。
初
回
は
、
高
橋
准

教
授
の
進
行
で
コ
ン
テ
ン
ツ

案
を
考
案
。
話
し
合
い
の
結

果
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
を

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定

し
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
説
明
、
展
示
内
容
の
紹
介

な
ど
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
読
む
原
稿
を

作
っ
た
。
そ
の
案
に
沿
っ

て
、
高
橋
研
究
室
で
プ
ロ
グ

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
技
術
の
代
表
で
も

あ
る
機
械
学
習
の
応
用
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
機
械
学
習
に

よ
る
予
測
や
判
断
の
根
拠
を
説
明
す
る
際

に
役
立
つ
手
法
の
開
発
や
、
想
定
さ
れ
る

リ
ス
ク
や
誤
判
断
を
回
避
す
る
た
め
に
機

械
学
習
を
制
御
す
る
方
法
の
開
発
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
に
は
「
最
善
の
意
思
決
定
を
自
動

で
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
や
期
待
感
が
あ
り
ま
す
が
、
実
践
で

は
十
分
な
精
度
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
珍

研究室研究室
探訪探訪

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政
策
の
施
行

や
治
療
法
の
選
択
と
い
っ
た
場
面
で
は
単

に
意
思
決
定
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の

理
由
や
根
拠
も
示
さ
れ
た
方
が
納
得
度
が

高
い
。
生
活
者
・
消
費
者
の
視
点
か
ら
安

全
性
の
高
い
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発
を
目
指
す

私
の
研
究
は
、
安
心
安
全
な
超
ス
マ
ー
ト

社
会（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
）
の
実
現
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
は
、
数

学
力
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
力
、
ビ
ジ
ネ
ス

力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
生
活
の
時
間

に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
興
味

の
あ
る
こ
と
や
頑
張
れ
る
こ
と
を
見
つ
け

た
ら
、
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
く
だ

さ
い
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、
申
し
出
の
あ
っ

た
１
年
次
生
が
既
に
活
動
に
参
加
し
て
お

り
、
後
期
の
授
業
期
間
で
も
希
望
者
を
受

け
入
れ
る
予
定
で
す
。
多
様
な
研
究
テ
ー

マ
に
一
緒
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん

の
視
野
や
可
能
性
を
広
げ
る
手
助
け
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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第
49
回
東
北
学
生
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
が
８
月
８
〜

10
日
、
宮
城
県
の
仙
台
市
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
。
女

子
競
走
部
の
齋
藤
凜
さ
ん

（
経
営
２
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
が
５
０
０
０
㍍
で
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
真
島
新
菜
さ
ん

（
経
営
１
・
青
森
県
八
戸
学

院
光
星
高
）
が
１
５
０
０
㍍

で
と
も
に
１
位
と
な
っ
た
。

齋
藤
さ
ん
は
同
種
目
で
連
覇

を
達
成
し
た
。

　
９
月
28
日
（
月
）
に
は
、

岩
手
県
の
北
上
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
第
38
回
全

日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
（
杜
の
都
駅
伝
）

の
東
北
地
区
代
表
選
考
会
が

行
わ
れ
る
予
定
。
部
員
た
ち

は
３
年
連
続
５
回
目
の
本
選

出
場
を
目
指
し
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
ん
で
い
る
。

す
る
と
そ
こ
か
ら
チ
ー
ム
は

勢
い
づ
い
た
。
五
回
に
６
得

点
を
挙
げ
る
な
ど
、
10
｜
０

で
六
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し

た
。

　
続
く
２
週
目
（
９
月
５
、

６
日
）
は
日
本
大
学
工
学
部

と
対
戦
し
た
。
齋
藤
智
哉
さ

ん
（
経
営
３
・
山
形
県
米
沢

中
央
高
）、
渋
谷
祐
太
郎
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
築
館

高
）
の
完
封
リ
レ
ー
で
初
戦

を
３
｜
０
で
制
す
と
、
２
戦

目
も
７
｜
３
で
勝
利
し
た
。

　
酒
井
健
志
監
督
は
「
初
戦

は
硬
さ
も
見
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
は
集
中
力
を
切
ら
さ
ず

戦
え
て
い
る
。
全
員
野
球
で

勝
利
を
目
指
し
た
い
」
と
話

し
た
。

　
南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ

ー
グ
戦
が
８
月
29
日
に
開
幕

し
た
。
硬
式
野
球
部
は
４
戦

を
終
え
て
３
勝
１
敗
で
３
位

と
好
ス
タ
ー
ト
。
優
勝
を
目

指
し
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
て
い
る
。

　
開
幕
カ
ー
ド
（
29
、
30

日
）
の
相
手
は
福
島
大
。
初

戦
を
０
｜
１
で
落
と
し
た
も

の
の
、
２
戦
目
は
打
線
が
爆

発
し
た
。
初
回
に
４
番
・
菅

野
雅
也
さ
ん
（
経
営
２
・
宮

城
県
仙
台
育
英
学
園
高
）
の

セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
先
制

桜
坂
高
と
連
携

　
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
、「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
取
り
組
む
石
巻
専
修
大
学

と
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
が
、

８
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
イ

オ
ン
モ
ー
ル
石
巻
で
開
催
さ

れ
た
「
石
巻
圏
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
パ
ネ
ル
展
」
に
協

力
し
た
。

　
パ
ネ
ル
展
は
、
石
巻
圏
域

の
観
光
地
な
ど
を
紹
介
し
、

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
会
場
の
案
内
役
に
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
起
用
。
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
が
話
す
内
容
や
デ
ィ

ラ
ム
を
作
成
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
担
当
し
、「
高
校
生

の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
の

は
難
し
か
っ
た
が
、
や
り
が

い
も
あ
っ
た
。
工
学
の
知
識

を
地
域
活
性
化
の
た
め
に
応

用
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

　
２
回
目
は
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
の
動
き
や
話
す
ス
ピ
ー

ド
、
声
の
高
さ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
表
示
す
る
画
像
な
ど
の

最
終
調
整
を
行
い
、
本
番
に

臨
ん
だ
。

　
パ
ネ
ル
展
に
は
３
日
間
で

延
べ
３
２
０
０
人
が
来
場

し
、
好
評
を
博
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
高
校

生
は
「
子
ど
も
た
ち
に
石
巻

の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
思
っ

て
活
動
し
た
。
再
び
こ
の
よ

う
な
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
高
橋
准
教
授
は
「
生
徒
、

学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
生
か
し
、
積
極
的
に
参

加
し
て
く
れ
た
。
短
期
間
の

取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
高
大

産
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
学

び
が
で
き
た
。
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
機
会
に
も
な

っ
た
と
思
う
」と
総
括
し
た
。

制
作
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
表
示
し
た
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が

展
示
を
案
内

Ｐｅｐｐｅｒ社会貢献プログラムＰｅｐｐｅｒ社会貢献プログラム

会場案内に一役
石
巻
圏
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ネ
ル
展

　
８
月
６
日
、
石
巻
市
立
東

浜
小
学
校
で
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

を
使
っ
た
出
前
授
業
を
行
っ

た
。
授
業
を
担
当
し
た
の

は
、
高
橋
智
准
教
授
と
木
村

光
平
さ
ん（
院
理
工
修
１
）。

東
浜
小
学
校
か
ら
は
児
童
６

人
が
参
加
し
た
。

　
３
、
４
年
生
は
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
に
搭
載
さ
れ
た
学
習
ド

リ
ル
ア
プ
リ
を
体
験
。
５
、

６
年
生
は
好
き
な
言
葉
や
動

き
を
組
み
合
わ
せ
て
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
に
命
令
を
送
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
か
ら
は

「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
動
く
仕

組
み
が
わ
か
っ
た
」「
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

東
浜
小
で
出
前
授
業

　
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留

学
生
の
交
流
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
を
学
ぶ
全
学

共
通
の
「
国
際
体
験
研
修

（
異
文
化
体
験
型
）」
が
５

月
か
ら
開
講
さ
れ
て
い
る
。

３
年
目
の
今
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
催
。
日
本
、
ベ
ト

ナ
ム
、
中
国
の
３
カ
国
の
学

生
が
受
講
し
、
相
互
理
解
を

深
め
て
い
る
。

　
授
業
で
は
毎
回
、
学
生
が

自
国
の
文
化
や
産
業
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。
７
月
24
日
の
授
業
で

は
「
自
国
の
文
学
と
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
３

人
の
学
生
が
調
査
内
容
を
発

表
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
北
部
地
域
出
身

の
グ
エ
ン
・
チ
ョ
ン
・
ハ
ー

さ
ん
（
理
工
１
）
は
、
自
国

で
行
わ
れ
て
い
る
六
つ
の
祭

　「
宮
城
県
警
察
大
学
生
サ

イ
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
活
動
す
る
鈴
木
祥
太
さ

ん
（
理
工
２
・
福
島
県
葵

高
）
が
事
件
解
決
に
貢
献

し
、
８
月
18
日
、
宮
城
県
警

本
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。

　
情
報
電
子
工
学
科
で
学
ぶ

鈴
木
さ
ん
は
、「
学
ん
で
い

る
こ
と
を
生
か
し
、
人
の
役

に
立
つ
こ
と
が
し
た
い
」
と

１
年
次
か
ら
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
違
法
情
報
や
有
害
情

報
を
監
視
す
る
な
ど
、
サ
イ

バ
ー
空
間
の
安
全
確
保
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
回
は
、

サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に

発
見
し
た
有
害
情
報
を
い
ち

早
く
通
報
し
た
こ
と
が
、
事

件
解
決
に
つ
な
が
っ
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
自
分
の
行

動
が
き
っ
か
け
で
事
件
が
解

決
し
た
こ
と
は
う
れ
し
く
、

一
層
の
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん

で
、
将
来
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
サ
イ
バ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
得
た

知
識
を
活
用
し
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

サ
イ
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鈴
木
さ
ん
に
感
謝
状

宮城県警

「
事
件
が
解
決
し
た
こ
と
が
う

れ
し
い
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん

り
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
開

催
時
期
や
特
徴
、
意
味
な
ど

を
解
説
し
た
。
佐
藤
勇
貴
さ

ん
（
人
間
３
・
沖
縄
県
ヒ
ュ

ー
マ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
高
）

は
、
宮
城
県
出
身
の
漫
画
家

・
石
ノ
森
章
太
郎
を
取
り
上

げ
た
。
発
表
後
の
質
疑
応
答

で
は
、
受
講
生
や
担
当
教
員

か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
、
実
り

の
多
い
授
業
と
な
っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
水
野
純
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
（
理
工

学
部
教
授
）
や
輪
田
直
子
人

間
学
部
教
授
、
田
村
真
介
経

営
学
部
准
教
授
、
奈
良
英
利

理
工
学
部
准
教
授
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
る
。
調
査
や
資
料
の
作
成

を
通
じ
て
自
国
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の

習
得
を
目
指
す
。

和やかな雰囲気のなか、相互理解を深める学生たち

講
義
通
し
て
異
文
化
知
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
国
際
体
験
研
修

好
ス
タ
ー
ト

南
東
北
大
学
野
球

秋
季
リ
ー
グ
戦

２
人
が
１
位

東
北
学
生
陸
上
選
手
権


